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当
大
社
最
大
の
神
事
で
あ
る
秋
季
大
祭
に
先
立
ち
、
沖
津
宮
の

f
)
し
ん
じ

御
神
璽
を
大
島
の
中
津
宮
に
お
迎
え
す
る
「
沖
津
宮
御
神
璽
迎
え
」

が
、
台
風
接
近
に
よ
り
当
初
予
定
か
ら
二
日
遅
れ
る
九
月
十
三
日

に
斎
行
さ
れ
た
。

前
日
士
百
に
高
向
宮
司
以
下
奉
仕
神
職
三
名
が
大
島
へ
渡
島
、

古
例
に
則
り
中
津
宮
に
て
参
籠
潔
斎
し
翌
朝
の
神
事
に
備
え
た
。

当
日
午
前
七
時
、
「
国
家
鎮
護
」
の
大
旗
、
紅
白
の
吹
流
し
、
船

首
に
「
波
切
り
御
幣
」
と
飾
り
立
て
ら
れ
た
御
座
船
「
海
栄
丸
」
（
船

長
1
1

中
村
真
一
氏
）
に
宮
司
以
下
神
職
と
海
洋
神
事
奉
賛
会
権
田

会
長
、
沖
中
両
宮
奉
賛
会
・
翼
賛
会
々
員
が
乗
り
込
み
大
島
港
を

出
発
し
た
。

早
朝
よ
り
快
晴
、
真
夏
を
感
じ
さ
せ
る
気
候
で
海
上
は
凪
、
午

前
九
時
に
は
無
事
沖
ノ
島
に
到
着
。
直
ち
に
海
中
に
て
楔
を
し
、

沖
津
宮
本
殿
で
出
御
祭
が
斎
行
さ
れ
た
。

宮
司
が
祝
詞
を
奏
上
し
、
御
座
船
奉
仕
の
中
村
真
一
氏
、
沖
・

中
両
宮
奉
賛
会
よ
り
河
辺
紘
氏
、
海
洋
神
事
奉
賛
会
長
・
権
田
仁

八
郎
氏
、
宗
像
漁
協
大
島
支
所
長
・
田
志
覚
氏
が
玉
串
を
捧
げ
た
。

そ
し
て
、
神
職
が
御
神
璽
を
奉
持
し
、
お
祓
い
を
し
な
が
ら
参

道
を
下
り
御
座
船
に
奉
安
、
一
行
は
再
び
大
島
中
津
宮
へ
向
か
っ

立
ち

初
璽
迎
へ

傘
宗
像
・国J罰芯●
1~3日秋季大祭

15 日 祭ぃ
次

？
月

午前10時～
高宮祭

第二宮・第三宮祭

午前 11 時～
総社祭

豊栄舞奉奏

17 日 表千家献茶祭

午前 1 1 時～

【大島・中津宮］
11 日

沖・中両宮秋季大祭

午前 9 時～
沖津宮大祭

午前 1 1 時～
中津宮大祭

口
闊
薗
[

る
。
沖
津
宮
、
中
津
宮
の
御
分
霊
を
載
せ
た
御

座
船
が
、
大
島
か
ら
神
湊
ま
で
約
十
キ
ロ
の
海

上
を
神
幸
す
る
。
そ
し
て
辺
津
宮
の
御
分
霊

を
載
せ
た
御
座
船
が
海
上
で
お
迎
え
に
な
り
、

三
女
神
が
揃
っ
て
辺
津
宮
に
入
御
さ
れ
る
神
事

で
あ
る
マ
み
あ
れ
祭
の
起
源
は
、
中
世
に
行
わ

れ
た
「
長
手
神
事
」
又
は
「
長
妙
神
事
」
と
も
言

い
、
沖
ノ
島
の
長
い
竹
に
布
を
附
し
た
物
を
宗

像
大
神
の
象
徴
と
し
て
辺
津
宮
に
迎
え
、
祭
を

行
っ
た
と
い
わ
れ
る
。
当
時
は
春
、
夏
、
秋
、

冬
の
年
四
回
行
わ
れ
て
い
た
。
江
戸
時
代
に
二

回
と
な
り
、
そ
の
後
中
断
。
昭
和
三
十
七
年
に

復
興
、
現
在
に
至
る
。
み
あ
れ
の
「
あ
れ
」
と
は

出
生
、
出
現
と
い
う
意
味
が
あ
る
。
神
様
に
御

出
現
し
て
頂
く
事
に
よ
り
、
新
し
い
力
を
与
え

て
頂
き
生
命
力
を
甦
ら
せ
る
神
事
で
あ
る
。

今
日
、
こ
う
し
た
「
み
あ
れ
神
事
」
が
行
わ
れ
て

い
る
神
社
は
少
な
い
が
、
「
葵
祭
り
」
で
有
名
な

京
都
の
上
賀
茂
神
社
の
「
御
阿
礼
神
事
」
は
古

く
重
儀
と
さ
れ
て
い
る
。
こ
の
祭
り
は
、
葵
祭

り
に
先
立
ち
、
上
賀
茂
神
社
の
背
後
に
あ
る
神

ひ
も
ろ
ぎ

体
山
か
ら
神
離
に
神
を
迎
え
、
神
社
に
神
幸
し

て
鎮
祭
さ
れ
る
神
事
で
あ
る
了
尚
、
今
年
は
地

域
の
強
い
要
望
が
あ
り
、
試
行
と
い
う
形
で
は

あ
る
が
約
三
十
年
振
り
に
神
湊
の
街
中
を
児

童
を
先
頭
に
氏
子
が
三
基
の
神
輿
を
担
ぎ
、
町

中
を
練
り
歩
く
。
こ
の
伝
統
あ
る
宗
像
の
文
化

に
触
れ
る
こ
と
で
、
地
域
の
活
性
化
と
発
展
に

繋
げ
て
い
た
だ
き
た
い
。
（
杉
）

神具·装束・授与品

令井冷
装束店〒600-8503 京都市下京区油小路通六条上る

フリーダイヤル 0120-075-980

福岡店〒812-0068 福岡市束区社領1-12-10-401
フリーダイヤル 0120-055-092

授与品店〒601-8348 京都市南区吉祥院観音堂町23
フリーダイヤル 0120-075-820

木組の家 匠の技

燥式会社ク江組
〒81 1-3 4-06福岡県宗像市稲元4丁目 1-20 篭話(oq40)32-2567

総合建築業

宗像大社ホームページ http:/ /www.munakata-taisha.or.jp/ 
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はれ殿 く璽度が同中の中 た
‘た内尚終迎の育宮津橿‘午゜
中沖陣、了え--, f丁本宮元大後

・ 喜悶版 □ ［口［ ［塁喜冒畠呵
一—海日： : ；ご よ言百腐;;賃頁

と 祭幸に大が
‘よ島出

; 「I：：しゞ ! ` ！ノ ：り : : [ 
・ヘi·,~~ 隻再る

9レぃの会辺

奉 ごこでヨ璽•ロ一歩ば：責盈喜
安喜宮総巻壮想像し玄幸羞怠冒
さ御内社でなさ水た界を座れ璽
れ神陣・ぁ海せ軍古灘す船ると
る璽に辺る上るをのをるに゜年
とが三津。絵勇連宗闊様従約に

秋
季
大
祭
警
備
打
合
せ
会

九
月
九
日
、
午
前
十
一
時
よ
り
一
宗
像
市
消
防
団
、
交
通
安
全
協
会
、
一

当
大
社
清
明
殿
に
て
秋
季
大
祭
警

□
地
元
の
田
島
・
深
田
区
、
宗
像
土
木
一

備
打
合
せ
会
が
開
催
さ
れ
た
。
こ
二
事
務
所
、
西
鉄
バ
ス
宗
像
等
、
多
く
一

の
会
議
は
、
十
月
一
日
か
ら
三
日
ま
二
り
関
係
団
体
が
出
席
し
た
。
一

で
の
秋
季
大
祭
の
総
合
的
な
警
備
一
尚
、
本
年
は
「
み
あ
れ
祭
」
終
了
一

体
制
を
協
議
す
る
も
の
で
あ
り
、
一
後
の
神
輿
行
列
を
約
三
十
年
ぶ
り
i

「
み
あ
れ
祭
」
を
取
仕
切
る
海
洋
神
二
試
行
で
は
あ
る
が
神
湊
郵
便
局
前
一

事
奉
賛
会
の
打
合
せ
会
と
並
ん
で
：
ま
で
延
長
す
る
事
に
な
り
、
神
幸
の
一

重
要
な
会
議
で
あ
る
。
当
日
は
、
宗
」
警
備
・
交
通
規
制
の
方
法
に
つ
い
て
i

像
警
察
署
、
宗
像
地
区
消
防
本
部
、
一
慎
重
に
協
議
が
重
ね
ら
れ
た
。
一

五
氏
子
会
の
皆
様
に
例
年
、
海
上
神

二
辛
・
陸
上
神
幸
を
中
心
に
諸
行
事
で

二
御
奉
仕
頂
い
て
い
る
。

九
月
十
四
日
、
平
成
二
十
三
年
：
地
区
の
方
々
よ
り
推
挙
さ
れ
た
報
告
一

度
第
二
回
目
の
宗
像
大
社
氏
子
会
一
が
あ
り
、
全
会
一
致
で
承
認
さ
れ
た
。
一

総
代
総
会
が
置
鮎
会
長
以
下
三
役
二
引
き
続
き
秋
季
大
祭
を
中
心
と
し
一

評
議
員
・
総
代
一
〇
一
名
の
出
席
の
丁
た
議
案
の
説
明
が
あ
り
、
原
案
通
り
i

下
、
大
社
・
清
明
殿
で
開
催
さ
れ
た
。
二
り
承
認
を
受
け
た
。
~

神
宮
並
皇
居
遥
拝
、
国
歌
斉
唱
、
一
特
に
今
年
の
秋
季
大
祭
よ
り
聟
台
一

敬
神
生
活
の
綱
領
唱
和
、
会
長
・
宮
二
神
輿
）
の
陸
上
神
幸
が
神
湊
郵
便
局
一

司
・
来
賓
で
あ
る
福
岡
県
議
会
議
二
則
ま
で
延
伸
さ
れ
る
等
、
祭
典
時
刻
一

員
・
阿
部
弘
樹
・
伊
豆
美
沙
子
・
吉
二
の
変
更
を
踏
ま
え
説
明
が
な
さ
れ
一

武
邦
彦
三
氏
の
御
挨
拶
を
頂
き
議
事
一
た
。
秋
季
大
祭
氏
子
奉
幣
使
に
つ
い
一

へ
と
入
っ
た
。
二
J
は
後
日
、
谷
口
哲
二
氏
（
宗
像
市
一

議
事
で
は
、
ま
ず
先
般
御
逝
去
さ
二
亦
間
地
区
名
残
区
）
が
奉
仕
の
旨
、
一

れ
た
中
村
昇
副
会
長
の
後
任
と
し
て
：
当
該
地
区
よ
り
御
連
絡
を
頂
い
た
。
一

山
本
清
（
福
津
市
若
木
台
）
が
当
該
一
尚
、
真
近
に
迫
っ
た
秋
季
大
祭
で
i

氏
子
会
総
代
総
会
開
催

S

新
副
会
長
に
山
本
清
氏
（
福
津
市
若
木
台
）
S
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宗
像
大
社
海
洋
神
事
奉
賛
会
丁
し
た
。
更
に
例
年
通
り
各
漁
協
が

i
'
[
―
み
あ
れ
祭
」
打
合
ぜ
会
二
致
協
力
し
て
所
属
船
の
極
力
参

一
加
を
呼
び
掛
け
る
事
、
事
故
の
な
い

八
月
三
十
一
日
、
残
暑
の
中
、
海
二
み
あ
れ
祭
」
が
盛
大
裡
に
斎
行
さ
―
様
注
意
す
る
事
を
申
し
合
わ
せ
た
。

洋
神
事
奉
賛
会
「
み
あ
れ
祭
」
打
合
了
れ
る
様
お
願
い
す
る
と
共
に
、
四
月
i
今
年
も
多
く
の
船
に
「
み
あ
れ

せ
会
が
権
田
仁
八
郎
会
長
以
下
宗
二
り
宮
中
へ
の
若
布
献
上
が
無
事
に
行
云
宗
」
に
御
参
加
頂
き
、
勇
壮
な
海
上

像
七
浦
の
漁
協
関
係
者
十
二
名
出
丁
わ
れ
た
事
の
謝
辞
が
述
べ
ら
れ
た
。

□
絵
巻
と
な
る
事
を
期
待
し
た
い
。

席
の
下
、
当
大
社
斎
館
に
て
開
催
一
議
事
に
入
り
、
「
み
あ
れ
祭
」
の
一

さ
れ
た
。
二
御
座
船
奉
仕
船
、
船
団
編
成
な
ど
一

同
会
は
、
宗
像
七
浦
の
漁
協
関
：
を
中
心
に
審
議
が
行
わ
れ
た
。
又
i

係
者
・
水
難
救
済
会
に
よ
り
構
成
了
今
年
、
約
三
十
年
振
り
に
神
湊
・
[

~
と
ん
ぐ
う

さ
れ
、
三
月
頃
に
行
わ
れ
る
宮
中
へ
こ
頓
宮
か
ら
街
中
を
約
一
キ
ロ
神
湊
一

の
若
布
献
上
、
秋
季
大
祭
み
あ
れ
二
郵
便
局
前
迄
、
神
輿
行
列
が
行
わ
一

祭
等
、
海
に
関
わ
る
当
大
社
の
神
了
れ
る
事
に
な
っ
た
旨
が
報
告
さ
れ
、
一

事
を
中
心
に
ご
奉
仕
を
頂
い
て
い
丁
大
島
港
御
発
聟
の
時
間
の
見
直
し
i

る
。
こ
か
協
議
さ
れ
、
大
島
港
御
発
輩
を
一

会
議
に
先
立
ち
、
宮
司
が
本
年
も
こ
例
年
よ
り
1
0
分
早
め
る
事
に
決
定
一

宗
像
大
社
菊
花
会

定
例
理
事
会

た終四 催六か会会に
゜的十会さ十ら長がこ九
又な一議れ名三以開示月
玉出回でたが十下催像＋
年品西は゜参三‘さ大—
は等日、 集 九れ社日
寒の本間 し団州た菊、
暖確菊近 ‘体並°花当
の認花に 理のび千会大
差が大迫 事代に々定社
がな会つ 会表山和例清
激さのた は‘口正理明
しれ最第 開計県信事殿

•••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••••• 
最西示銘好 たは様ない
高日さ花家九゜出子い為
賞本れ約が，）、卜1 品がよか
は菊る三丹各 を会う菊
内花‘千精県 取員て皇
閣大＋鉢こを りヵ‘四
総会―がめ中 消ら苦盲
理゜月、て心 す聴八状
大こー境作に 方か苦況
臣の日内り、 もれしが
賞大開中上菊 ぉ、て芳
、会幕にげ花 ら中いし
このの展た愛 れにる＜
.............................................................................................................. 

--• ------l — 決別の
戦名他
大--,に
ム菊大
竺作臣

［九賞呼州が
ばナ十
れン―
てバ賞
い l あ
るワり
。ン、

．昂町碁9乳9詞・

/
r
2
 

··[『1U回1111
「宗像大社刀剣展」のこ案内 西日本菊花大会のこ案内
当大社では、御祭神へ奉納された刀剣を特別公開する展覧

会を開催します。刀匠の技の結晶を皆様是非ご覧下さい。

◆会

◆時間
◆会場
◆拝観料

期平成23年10月29日（土）

~1 1 月 23 日（祝）
午前9時～午後4時30分

宗像大社神宝館 1 階展示室

大人 500円

大学・高校生 300円

中・小学生 200円

*15名以上は 1 名に付100円引

※展示替え作業のため、

平成23年10月27日（木）・ 28 日（金）、

11 月 24日（木）・ 25日（金）は、

館内の一部がご覧いただけない場合がございます。

詳しくは宗像大社0940-62-1311 へお問い合わせ下さい。

神郡宗像に菊の季節が到来しました。九州各県を中心に、

全国の菊花愛好家が丹精込めて作り上げた銘花約三千鉢

が、境内中に展示されます。この大会の最高賞は内閣総理

大臣賞、この他に大臣賞が十一本授与され、別名「菊作り九

州ナンバーワン決戦大会」とも呼ばれています。

期間中は、観菊者、七五三詣での家族連れなどで賑いま

す。また菊苗・菊鉢の販売、勅使館をこの時期限定で特別に

開放「抹茶コーナー」、豪華景品が当たる『菊みくじ』、宗像観

光協会の運営する『いっぷく茶屋』なども開かれています。是

非、御参拝下さいますよう御案内申し上げます。

◆会期

◆時間

◆会場

◆拝観料

平成23年 1 1 月 1 日（火）～22日（火）
終日 \ ＼・

宗像大社境内ア戸r....
“‘ 無料 •';. :r：勺；

•· ; ·、 ... 、
• t, 
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占
も
\
り

[
l
.

9、
i
示
~

□い
ロ
t
i
神

□[
"
け
汀
叶

出
髯
言
比
扉
叫
町
笠

ー
←
：
ロ
ロ
冑
ロ
一

~
に
お
祀
り
さ
れ
て
い
る
。

神
社
（
御
祭
神
・
・
大
国
主
命
）
で
秋
季
大
~

．
尚
、
今
回
氏
子
の
皆
様
か
ら
真
心
か
ら
な
る
織
が
奉
納
さ
れ
た
。
i

祭
が
斎
行
さ
れ
た
。
当
大
社
よ
り
神
職
i

............................................................................................................... 

人
々
多
数
参
列
の
下
、
祭
典
が
厳
か
に
執
―

”□E
"ー
匹
』
〗

·
·
·
[
I

一
名
が
出
向
奉
仕
し
、
地
元
深
田
区
の

り
行
わ
れ
た
。
i
九
月
十
三
日
夕
刻
よ
り
、
宗
像
市
牟
田
尻
に
鎮
座
す
る
天
満
宮
（
御
一

徳
満
神
社
は
、
農
耕
の
神
、
特
に
牛
馬
一
祭
神
・
・
菅
原
道
真
公
）
で
御
神
幸
が
行
わ
れ
た
。
夕
刻
当
大
社
神
職
一
i

の
神
と
し
て
崇
敬
が
篤
く
、
昔
日
の
大
祭
~
名
奉
仕
の
元
、
天
満
宮
よ
り
御
神
体
が
神
輿
に
遷
さ
れ
御
神
幸
が
始
ま
っ
i

日
に
は
、
宗
像
内
外
か
ら
多
く
の
参
拝
者
i
た
。
御
神
幸
自
体
今
で
は
珍
し
い
が
、
牟
田
尻
の
御
神
幸
は
約
四
百
年
一

が
訪
れ
、
油
単
・
黄
色
の
鉢
巻
き
等
で
飾
一
前
に
遡
る
事
が
出
来
、
戦
後
一
時
途
絶
え
た
が
昭
和
六
十
三
年
に
復
活
一

り
立
て
ら
れ
た
牛
し
た
。
奴
姿
で
羽
熊
を
振
る
姿
は
勇
壮
で
見
応
え
が
あ
る
。
i

馬
の
参
拝
姿
も
有
御
神
輿
は
、
御
旅
所
に
定
め
ら
れ
た

7
.J

り
盛
大
な
も
の
で
牟
田
尻
公
民
館
で
二
時
間
程
御
休
息
さ
国
＂

あ
っ
た
そ
う
だ
。
れ
、
そ
の
間
公
民
館
で
は
特
設
ス
タ
ジ

現
在
も
拝
殿
内
に
オ
で
の
演
芸
等
、
宴
が
盛
会
に
催
さ
れ
ー

は
奉
納
さ
れ
た
多
老
若
男
女
、
当
大
社
神
職
も
加
わ
り
楽

く
の
牛
馬
の
絵
馬
し
げ
な
声
が
こ
だ
ま
し
て
い
た
。

が
飾
ら
れ
て
お
り
午
後
九
時
頃
、
還
御
祭
が
行
わ
れ
盛

往
時
を
偲
ば
せ
て
大
裡
の
内
に
今
年
の
御
神
幸
も
終
了
し

く
れ
る
。
た
。

ー
罠
開
＇

九
月
十
八
日
、
午
前
十
一
時
、
大
社
近
く
山
ノ
上
区
に
鎮
座

す
る
津
志
八
幡
神
社
に
て
宮
座
祭
が
執
り
行
わ
れ
た
。
宮
司
並

び
に
神
職
一
名
が
出
向
奉
仕
を
し
た
。

主
神
は
応
神
天
皇
、
相
殿
に
仲
哀
天
皇
、
神
功
皇
后
を
お
祀

り
し
て
い
る
。
神
社
の
縁
起
に
よ

る
と
古
代
、
こ
の
地
に
は
官
道
が

通
り
駅
馬
も
置
か
れ
、
宿
場
と
し

て
栄
え
て
い
た
そ
う
だ
。
後
年
、

事
情
に
よ
り
神
社
が
他
所
に
遷
さ

れ
て
し
ま
う
が
、
神
社
再
建
に
対

す
る
地
元
の
熱
意
が
実
り
、
時
の

福
岡
藩
主
の
心
を
動
か
し
、
現
在

の
神
社
が
復
興
さ
れ
た
そ
う
で

あ
る
。

.................... 

＇
ー台風
十
五
号
の
影
響
に
よ
り
生
憎
の
曇
空
で
は
あ
っ
た
が
九

月
十
九
日
午
前
十
一
時
よ
り
大
社
近
く
吉
田
区
に
鎮
座
す
る
伊

摩
神
社
（
御
祭
神
・
・
応
神
天
皇
外
）
に
て
宮
座
祭
が
執
り
行
わ

れ
た
。
宮
司
並
び
に
神
職
一
名
が
出
i

向
、
区
長
・
総
代
・
氏
子
大
勢
参

集
の
下
、
盛
大
に
斎
行
さ
れ
た
。
一

又
、
同
区
に
は
祭
典
終
了
後
、

神
酒
拝
戴
に
先
立
ち
、
畏
斗
あ
わ

び
等
で
飾
り
立
て
ら
れ
た
縁
起
物

を
区
長
が
代
表
し
て
頂
く
「
お

喪
斗
上
げ
」
と
い
う
他
区
に
は
な

い
珍
し
い
慣
習
も
残
っ
て
い
る
。



[
-
]
口
印

釦
去
る
九
月
二
日
か
ら
四
日
ま
で
□
加
し
ま
し
た
。
：
る
と
思
っ
て
い
ま
す
が
、
そ
の
原
点
一

『
い
口
い
[
[
日
[
:
[
[
[
[
『
い

□
く
こ
：
日
[
[
日
[
[
-
戸
~
-
』

せ
て
頂
き
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
二
c

感
性
を
高
め
る
こ
と
」
「
創
業
，
体
感
し
て
欲
し
い
。
」
と
講
話
を
頂
~
園

に
は
国
内
及
び
、
ア
メ
リ
カ
、
マ
レ
ー
ニ
者
・
店
主
出
光
佐
三
が
多
大
な
影
：
き
ま
し
た
。
―
二
泊
三
日
の
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
の

シ
ア
、
ベ
ト
ナ
ム
で
勤
務
し
て
い
る
響
を
受
け
経
営
の
原
点
と
し
た
日
ま
た
、
神
職
の
方
と
同
じ
よ
う
中
、
神
宝
館
見
学
、
第
二
宮
・
第

l
し

ヽ

社
員
を
含
む
総
勢
三
十
八
名
が
参
丁
本
の
伝
統
文
化
に
触
れ
そ
の
思
い
一
に
ご
奉
仕
さ
せ
て
頂
く
た
め
、
白
二
二
宮
・
高
宮
参
拝
、
宗
像
大
社
の
且

一
＇
｀
い
劇
｀
『
—

I

を
感
じ
取
る
こ
と
」
の
二
つ
を
二
が
日
袴
の
着
方
や
祭
式
作
法
か
ら
一
御
由
緒
の
説
明
、
雅
楽
鑑
賞
、
神
一
近
に
感
じ
、
子
供
達
に
も
伝
え
て

l
l
'
.
 

：
｀
『
f
l
中
目
的
に
行
わ
せ
て
頂
い
て
お
り
二
J
指
導
頂
き
ま
し
た
。
ほ
と
ん
ど
」
職
の
皆
様
と
の
懇
談
と
本
当
に
多
一
い
き
た
い
文
化
だ
と
感
じ
た
。
」

一
ま
す
。
；
ツ
参
加
者
が
初
め
て
の
経
験
で
あ
：
く
の
経
験
を
さ
せ
て
頂
き
ま
し
た
。
二
神
職
の
方
々
が
ど
ん
な
気
持
ち
で

:
J
墓

｀
r
-

研
修
開
始
に
際
し
、
宗
像
大
：
り
、
日
常
生
活
か
ら
離
れ
た
神
域
二
特
に
、
神
職
の
皆
様
と
の
懇
談
で
『
神
様
に
お
仕
え
し
て
い
る
の
か
懇

ヽ
□

社
で
研
修
を
さ
せ
て
頂
く
こ
と
こ
に
身
を
置
い
て
い
る
と
い
う
実
感
こ
は
、
神
職
の
皆
様
の
飾
り
の
無
い
お
二
談
会
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
た
。

・
一
を
御
祭
神
様
に
奉
告
し
、
研
修
丁
も
あ
り
、
自
然
と
感
性
が
高
ま
っ
て
二
詰
に
よ
り
、
神
道
や
宗
像
大
社
に
つ
「
自
分
の
日
常
と
照
ら
し
合
わ
せ
、

-
‘
し
L
~

が
無
事
に
実
り
多
い
も
の
に
な
[
ぃ

V
の
を
感
じ
ま
し
たo

一
い
て
理
解
が
深
ま
る
と
同
時
に
ヽ
:
日
分
は
ど
う
あ
る
べ
き
か
考
え
さ

｀
；
る
事
を
祈
願
す
る
研
修
「
、
日
頃
疑
問
に
思
っ
て
口
せ
ら
れ
た
」
等
の
感
想
が
寄
せ
ら

,
v
開
始
奉
告
祭
を
本
殿
で
、
い
る
こ
と
が
解
消
さ
一
れ
た
事
よ
り
、
店
主
が
多
大
な
影

、
1
1
し
執
り
行
い
ま
し
た
。
そ
の
れ
ま
し
た

0

I
響
を
受
け
経
営
の
原
点
と
し
た
日

”
且
い
」
□

一
「
非
研
日
ロ
ロ
ニ
い
げ
汀
汀
i
J
J
員
い

／
記
念
日
に
『
日
本
人
に
か
ー
一
身
を
置
き
、
鎮
魂
を
：
せ
ら
れ
た
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

1,‘ 

x
 
t
え
れ
』
と
い
う
社
告
を
出
実
施
す
る
事
で
、
仕
一
参
加
者
の
事
を
親
身
に
考
え
お

f
叩
叫
[
A

口
』
[
[
口
[
[
ロ

が
日
本
人
と
し
て
の
自
分
て
、
神
道
を
よ
り
身
こ
修
の
所
感
と
さ
せ
て
頂
き
ま
す
。
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渡
り
、
中
津
宮
で
正
式
参
拝
、
さ
ら

に
沖
ノ
島
を
遥
拝
、
信
仰
の
尊
厳

も
体
得
し
た
。

去
る
八
月
十
六
日
か
ら
八
月
一
考
古
学
（
松
本
肇
氏
口
沖
ノ
島
祭
一
今
年
度
は
初
の
試
み
と
し
て
、
去
る
、
九
月
十
二
日
ー
十
七
日
．
女
の
指
導
を
受
け
な
が
ら
参
拝
者
~

二
十
六
日
ま
で
、
当
大
社
神
宝
館
二
祀
に
つ
い
て
）
、
民
俗
学
（
石
井
忠
：
当
社
境
内
の
石
碑
の
う
ち
、
文
字
ま
で
の
六
日
間
、
九
州
女
子
短
期
．
に
対
し
て
御
守
り
等
の
授
与
を
行
っ
●

に
お
い
て
学
芸
員
実
習
が
行
わ
れ
二
氏
二
漂
着
物
に
つ
い
て
、
楠
本
正
口
が
解
読
さ
れ
ず
内
容
が
不
明
確
な
大
学
生
二
名
、
宗
像
市
立
河
東
中
．
た
。
他
に
も
祭
典
の
準
備
、
雅
楽
i

~
学
生
五
名
の
計
七
名
が
当
大
社
に
：
体
験
等
、
神
社
の
あ
ら
ゆ
る
仕
事
・

た
。
本
実
習
は
、
大
学
で
学
芸
員
二
氏
己
民
具
に
つ
い
て
）
、
歴
史
学
（
河
：
も
の
に
つ
い
て
拓
本
採
り
を
し
た
。

資
格
取
得
を
目
指
し
博
物
館
学
芸
：
窪
学
芸
員
二
古
文
書
に
つ
い
て
）
、
こ
産
外
で
の
採
拓
の
場
合
、
温
度
湿
．
て
職
場
体
験
を
行
っ
た
。
；
宮
体
験
し
た
。
又
短
大
生
は
、
大
~

員
過
程
を
履
修
し
て
い
る
学
生
を
二
博
物
館
学
（
重
住
学
芸
員
こ
神
道
二
度
の
状
況
を
察
知
し
な
が
ら
大
型
~
プ
チ
イ
ン
タ
ー
ン
シ
ッ
プ
と
は
]
島
に
渡
島
し
中
津
宮
参
拝
や
島
内
·

対
象
に
、
当
大
社
文
化
財
管
理
事
二
博
物
館
の
意
義
と
活
動
に
つ
い
て
）
：
の
も
の
で
も
手
早
く
採
ら
な
け
れ

□又
部
科
学
省
の
大
学
就
業
力
育
の
各
関
係
施
設
を
見
学
。
中
学
生
~

務
局
が
毎
年
実
施
し
て
い
る
。
今
一
な
ど
の
講
義
を
受
け
て
、
宗
像
大
口
ば
な
ら
な
い
。
解
読
の
参
考
資
料
ェ
成
支
援
事
業
の
―
つ
で
学
生
と
社
は
期
間
中
に
行
わ
れ
た
当
大
社
氏
i

年
度
は
県
内
外
の
学
生
計
六
名
が
：
社
を
と
り
ま
く
歴
史
を
見
つ
め
な
口
に
す
る
た
め
拓
本
の
完
成
度
も
求
i
会
人
の
間
に
プ
レ
社
会
人
を
作
り
、
子
会
総
代
総
会
で
お
茶
出
し
を
体
•

~
地
域
に
お
い
て
学
生
の
社
会
人
基
]
琺
‘
参
集
し
た
総
代
の
皆
様
に
声
i

受
講
し
た
。

□
か
ら
、
刀
剣
手
入
れ
（
藤
川
宣
重
一
め
ら
れ
る
。
つ
ま
り
、
採
拓
作
業
に
~

実
習
生
は
毎
朝
、
当
大
社
職
員
五
）
、
拓
本
採
り
や
資
料
の
取
り
扱
丘
学
芸
員
の
本
質
で
あ
る
見
識
‘
i
礎
力
を
育
成
し
、
そ
の
若
い
力
を
を
掛
け
ら
れ
、
赤
ら
顔
で
一
生
懸
一

と
と
も
に
朝
拝
式
に
参
列
し
て
実
一
ぃ
、
展
示
作
業
（
重
住
学
芸
員
）
な
二
奴
術
、
根
気
が
不
可
欠
な
の
で
あ
：
地
域
に
還
冗
し
地
域
活
性
化
を
図
命
お
手
伝
い
し
て
い
た
姿
が
印
象
~

．
る
事
を
目
的
に
行
わ
れ
て
い
る
学
」
に
残
る
。

習
に
臨
ん
だ
。
初
日
は
慣
れ
な
い
こ
と
の
実
務
を
体
験
し
た
。
ま
た
、
一
る
が
、
実
習
生
は
学
芸
員
の
指
導

0

玉
串
拝
礼
の
作
法
に
戸
惑
い
、
緊
こ
ホ
像
市
か
ら
行
政
の
文
化
財
保
護
：
を
仰
ぎ
な
が
ら
立
派
な
拓
本
を
つ

□
土
育
成
事
業
で
あ
る
。
中
学
生
の
最
終
日
に
は
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
i

張
し
て
い
た
が
、
次
第
に
余
裕
を

□へ
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
指
導
い
た
「
く
り
あ
げ
た
。
二
職
場
体
験
学
習
は
市
内
中
学
校
を
行
い
、
体
験
期
間
中
の
素
朴
な
i

持
っ
て
心
身
を
清
め
て
い
た
。
だ
い
た
り
、
芦
屋
町
の
資
料
館
見
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
を
全
て
消
化
し
た
一
七
校
の
二
年
生
約
ー
一
『
口
疑
問
や
、
神
社
の
役
一

実
習
は
、
葦
津
文
化
財
管
理
事
」
学
で
は
博
物
館
活
動
の
多
様
性
を
二
学
生
た
ち
は
、
習
得
し
た
知
見
、
下
九
百
名
を
市
内
の
事

)
9

割
な
ど
に
つ
い
て
広
~

務
局
長
に
よ
る
講
話
か
ら
始
ま
り
、
日
の
当
た
り
に
し
た
。
大
島
へ
も

□
体
得
し
た
認
識
を
誠
実
に
受
け
止
二
業
所
に
振
り
分
け
社

.. 

＜
意
見
が
交
換
さ
れ
i

コ
：
：□[
日
パ
[
』
-

□日
□い
戸
，
ヽ
、

L

た

A
7回
の
体
験
学
習
[

；
け
る
自
主
性
、
協
調

L
·
"

に
お
い
て
、
こ
れ
か
i

ー
：
員
の
意
義
と
責
務
に
つ
い
て
、
[

言
性
、
責
任
感
を
学
ぶ
ー
ら
の
社
会
人
と
し
て
~

そ
れ
ぞ
れ
に
理
解
を
深
め
た

n」
取
り
組
み
で
あ
る
。
ウ
、
役
立
つ
事
が
―
つ
で
一

よ
う
で
あ
る
。
学
芸
員
の
魅
~

l
]

、
ダ
カ
も
湧
き
上
が
り
、
学
芸
員
~
期
間
中
、
短
大
卜
J
暉
も
得
ら
れ
た
な
ら
今
一

n
生
・
中
学
生
達
は
、
ー
、
，
雅
回
の
研
修
の
意
義
が
i

に
な
る
と
い
う
夢
も
膨
ら
ん
~
ー
'
,
'
楽

」
主
に
神
社
の
顔
で
あ
る
授
与
所
で
：
あ
っ
た
と
思
う
。
こ
れ
か
ら
の
活
~

だ
様
子
で
あ
っ
た
。
大
変
喜
~

~
の
社
頭
奉
仕
を
体
験
。
袴
姿
で
巫

l
躍
を
心
よ
り
期
待
し
た
い
。
~

ば
し
い
こ
と
で
あ
る
。
夢
の
~

.
 

実
現
を
大
い
に
期
待
し
た
い
。
r

＿
平
成
2
3年
度

E
-
”〖m
m日
己
占
l｛
口
閲
〖
5
-
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一
少
し
記
述
が
ダ

□フ
ル
が
「
関
東
震
災

二
置
報
」
で
は
次
の
よ

一
う
に
冒
頭
で
述
べ
ら

一
れ
て
い
る
。

-
「
大
正
―
二
年
九

今
年
は
災
害
列
島
と
化
し
、
大
：
あ
っ
た
。
震
源
は
相
模
湾
西
北
部
：
全
壊
家
屋
―
二
万
八
二
六
六
戸
、
二
月
一
日
こ
そ
は
日

震
災
、
大
津
波
、
台
風
、
大
洪
水
が
一
と
計
測
さ
れ
た
。
一
半
壊
家
屋
―
二
万
六
二
三
三
戸
、
丁
本
国
民
が
戦
慄
な

各
地
で
お
こ
っ
た
。
原
発
も
加
わ
一
「
地
震
は
小
田
原
の
根
府
川
方
こ
院
失
家
屋
四
四
万
七
―
二
八
戸
、
了
し
に
口
に
す
る
こ
と

り
厳
し
い
も
の
と
な
っ
た
。
ま
さ
に
二
回
が
最
も
激
烈
で
あ
っ
た
が
、
東
こ
流
失
家
屋
八
六
八
戸
、
一
の
出
来
な
い
呪
わ
れ
の
日
で
あ
っ
一
く
、
真
に
前
古
無
比
の
大
惨
状
を

国
難
で
あ
る
。
二
昂
横
浜
で
は
地
震
に
よ
る
火
災
一
罹
災
者
数
は
三
四
0
万
人
に
の
ぼ
っ
丁
た
。
こ
の
日
、
正
午
近
く
起
っ
た
関
こ
圭
し
た
中
に
も
、
大
建
築
の
美
観

い
ま
か
ら
八
八
年
前
の
大
正
口
か
加
わ
っ
て
、
最
大
の
被
害
を
生
ん
二
J
い
る
」
（
国
史
大
辞
典
）
二
束
一
府
六
縣
に
亘
る
大
地
震
は
大
丁
と
、
文
明
的
施
設
と
を
誇
る
東
京
・

―
二
年
(
-
九
二
三
）
九
月
一
日
午
一
だ
。
一
未
曾
有
の
状
況
に
、
人
々
の
不
一
火
災
伴
い
、
忽
ち
数
十
萬
の
民
家
」
横
浜
の
二
大
都
市
は
忽
ち
火
焔
の

前
―
一
時
五
0
分
、
関
東
大
地
震
一
東
京
は
三
日
未
明
ま
で
燃
え
つ
二
女
と
恐
怖
が
増
大
し
、
朝
鮮
人
や
一
を
焼
き
彿
い
、
交
通
機
関
を
破
壊
こ
海
と
な
り
、
瞬
く
ひ
ま
に
荒
涼
た

が
お
こ
っ
た
。
そ
の
規
模
はM
応
で
□
つ
け
、
下
町
一
帯
か
ら
山
の
手
の
一
：
社
会
主
義
者
が
暴
動
を
起
す
と
流
：
し
、
死
傷
者
算
な
く
、
餓
渇
に
頻
す
：
る
焦
土
と
化
し
、
光
輝
あ
る
日
東

部
に
か
け
て
、
全
市
街
の
三
分
の
二
□
―
―
日
が
と
び
か
い
、
虐
殺
が
行
わ
れ
一
る
者
百
数
十
萬
、
親
は
子
を
呼
び
、
一
文
化
の
華
は
永
え
に
壊
滅
し
去
っ

が
焼
失
し
た
。
な
か
で
も
、
本
所
[
た

o

二
丁
は
親
を
呼
ぴ
ヽ
天
日
為
め
に
暗
二
J
ま
た
探
ぬ
べ

V

も
な
い
o

然
し

の
陸
軍
、
被
服
廠
あ
と
で
は
火
の
一
二
我
等
は
徒
に
こ
の
大
自
然
の
暴
虐

旋
風
が
お
こ
り
一
挙
に
三
万
八
｝
二
の
前
に
自
失
し
て
あ
っ
て
は
な
ら

人
の
命
が
失
わ
れ
た
。
横
浜
で
ダ
、
一
ぬ
。
国
民
的
大
災
厄
の
日
は
同
時

は
煉
瓦
作
り
の
洋
館
な
ど
が
・
一
一
ヴ
こ
」
ま
た
国
民
的
大
試
練
の
日
で
あ
っ

i

"

 

倒
壊
し
て
多
く
の
圧
死
者
を
ス
、
了
た
。
」

出
し
た
う
え
、
全
市
街
が
ほ
二
/
]
こ
の
大
地
震
を
貞
明
皇
后
（
大

穿

と
ん
ど
消
失
な
い
し
全
半
壊
久
―
二
止
天
皇
の
皇
后
）
は
「
つ
み
あ
ら
ば

し
、
四
日
ま
で
、
ま
っ
た
<
/

□
神
い
さ
め
ま
せ
ほ
ど
ほ
ど
に
か
な

救
援
の
手
が
と
ど
か
な
か
っ
ー
一
し
き
た
み
の
よ
わ
る
あ
わ
れ
さ
」

た
。
―
i
「
上
下
も
こ
こ
ろ
―
つ
に
つ
つ
し
み

震
災
に
よ
る
被
害
は
、
＞
二
J
神
の
い
さ
め
を
か
し
こ
ま
ん
か

死
者
九
万
九
三
三
一
人
、
}
[
な
」
と
読
ん
だ
。
地
震
を
「
神
の
い

負
傷
者
十
万
三
七
三
三
人
、
パ
一
さ
め
」
と
と
ら
え
て
い
る
。

行
方
不
明
四
万
三
四
七
六
人
、

（続）

公
＃

1
·
·
ー
、

雫
ー
·

260 

い
し
い
た
だ
し

米国での震災募金ポスター



第608号（第三種郵便物許可毎月 1 日発行） 宗 MUNAKATA 材し 平成23年 10月 1 日土曜日 8
 

一
福
岡
市
南
区
井
田
有
久
衣

i
か
い
ま
見
た
隣
家
の
庭
の
「
鉄
仙
」
は
う
す
紫
に
華
麗
な
花
を

一
盲
家
の
庭
ア
ッ
セ
ン
の
花
の
美
し
さ
に
感
動
し
た
作
者
。
結
句
は

]
一
落
ち
着
き
よ
く
〈
華
麗
に
咲
け
り
〉
に
。
鉄
仙
は
通
常
は
鉄
線
。

]
福
津
市
星
ヶ
丘
佐
々
木
和
彦

腰
[
[
[
]
`
口
直
汀
汀
土
』
ロ
口

□
l □t
T
叶
t
T
ロ
コ
ロ
只
讀
冒
戸
碍
っ

]
0

~
．
応
援
し
て
い
た
チ
ー
ム
の
打
者
な
ら
残
念
だ
ろ
う
。
打
っ
た
選

―
―
誰
の
事
か
分
か
り
辛
い
の
で
、
〈
隙
み
せ
ず
仕
事
袋
を
つ
ね
吊
る
せ
一
手
の
名
が
あ
る
と
理
解
し
や
す
く
な
る
。

し
批
に
似
て
来
ぬ
腰
の
屈
む
も
〉
と
し
て
は
。
＂

一
宗
像
市
池
田
森
龍
子

i
猛
暑
日
の
厨
に
太
字
に
サ
ト
・
シ
オ
と
印
せ
る
容
器
常
と
変
ら
ず

福
津
市
若
木
台
野
間
精
一

う
ち
つ
づ
く
炎
天
に
な
べ
て
伏
し
ゐ
る
に
荒
地
野
菊
は
す
こ
や
か
に
咲
く
~

百
t
i
昇
只
芦
』
彗
汀
汀0f
n
]
□
汀
麟
員
。
汀
□
□
□
門
｀
つ
も
と

〈
炎
天
下
〉
に
し
、
言
葉
を
お
ぎ
な
っ
て
み
て
は
。
一
宗
像
市
田
久
巻
桔
梗

i
去
年
か
ら
待
ち
ゐ
し
わ
れ
に
七
十
路
の
妻
や
く
そ
く
の
銀
の
髪
見
す

~
一
七
十
歳
に
な
っ
た
ら
髪
染
め
を
や
め
る
と
約
束
し
た
夫
人
の
銀

宗
像
市
土
穴
山
本
静
子
~

ド
・
ド
ー
ン
・
パ
ー
ン
・
ガ
ヤ
ガ
ヤ
ガ
ヤ
・
ヒ
ュ
ル
ヒ
ュ
ル
ツ
・
花
火
あ
げ
い
る
小
川
の
そ
ば
で
[
-
髪
を
一
年
待
っ
て
見
た
作
者
と
読
ん
だ
。
状
況
が
複
雑
な
の
で
、

オ
ノ
マ
ト
ペ
を
多
用
し
た
楽
し
い
一
首
。
欲
を
言
え
ば
花
火
の
~

l＿
上
が
る
順
序
に
音
が
並
べ
ら
れ
た
ら
と
思
っ
°
]
夫
人
の
約
束
と
、
今
見
る
銀
髪
の
二
首
に
分
け
て
は
い
か
が
。

一
宗
像
市
日
の
里
大
和
美
由
紀

i
縁
側
に
腰
を
降
ろ
し
て
涼
み
つ
つ
母
の
繰
り
言
思
ひ
出
し
を
り

福
津
市
若
木
台
山
崎
公
俊

~
老
い
た
母
の
繰
り
言
を
聞
く
の
は
切
な
い
。
二
句
を
〈
涼
み
つ
つ

も
の
し
づ
か
に
歌
会
準
備
す
す
み
ゆ
き
冷
房
機
と
き
に
こ
と
り
と
鳴
れ
る
~

言
汀
冒
只
[
]
i
i□
□0歌
会
の
準
備
°
]
汀
』
』
い
[
-
口
冒

0繰
り
言
の
内
容
を
し
め
す
言
葉
を

i
宗
像
市
東
旭
ヶ
丘
天
野
玲
子

う
き
は
市
浮
羽
町
向
則
正

i
藤
色
の
和
服
す
ら
り
と
着
こ
な
し
て
駅
に
仔
む
人
に
見
惚
る
る

パ
ム
ッ
カ
レ
の
石
灰
棚
に
湯
が
溢
れ
空
の
色
映
し
青
く
す
み
た
り
~

一
先
月
に
続
く
ト
ル
コ
旅
行
の
歌
。
写
真
を
見
る
と
石
灰
棚
は
棚
田
i

u夢
一
の
絵
の
よ
う
な
一
首
。
場
所
が
駅
舎
か
ホ
ー
ム
か
が
分
か
る
と

『
飯
た
形
で
そ
れ
ぞ
れ
が
湯
を
湛
え
て
い
る
ら
し
い
。
四
句
は
i
更
に
景
が
よ
く
見
え
て
く
る
。

や
や
説
明
的
な
の
で
語
順
を
入
れ
換
え
〈
映
す
空
の
色
〉
に
。

福
津
市
中
央
池
浦
千
鶴
子
．

電
柱
に
は
げ
し
く
鳴
け
る
油
蝉
そ
の
朝
し
ず
か
に
夏
を
終
れ
り
]
門
岩
図
声
~
~

『
汀
汀
[
[
日
：
口
冒
鱈

[
\
Mの身
体
認
証
で
否
定
さ
れ
わ
た
し
は
し
ば
し
名
前
う
し
な
ふ

〈
こ
の
朝
〉
の
ほ
う
が
臨
場
感
が
出
る
だ
ろ
う
。
一
銀
行
の
空
気
は
つ
か
に
電
気
帯
び
手
続
き
す
め
ば
頬
が
け
ば
だ
っ

畔
霞

l
l
m

宗
像
大
社
歌
会
詠
草

大
西
晶
子
選
毎
月

2
5日メ
切

所
〒
八
―
-
|
―
二
五

0
五

福
岡
県
宗
像
市
田
島
二
三
三
一

電
話
（

O
九
四
0
)六
ニ
ー
一
三
―
一
（
代
）

発
行
人
葦
津
幹
之

編
集
人
大
塚
宗
延
•
松
林

制
作
•
印
刷
ゼ
ネ
ラ
ル
ア
サ
ヒ

住 発
行
所

宗
像
大
社
社
務
所
・
宗
像
会拓

毎月 1 日発行
定価 1 年送料共 1,000円

今
回
は
私
事
で
す
。
御

勘
弁
を
▼
結
婚
し
て
早

三
年
。
コ
ウ
ノ
ト
リ
が
二
つ
の
新
し
い
命
を
我

家
に
運
ん
で
来
て
く
れ
ま
し
た
。
予
定
日
は
、

十
月
＿
日
、
秋
季
大
祭
『
み
あ
れ
祭
』
当
日
で

す
▼
年
に
一
度
、
沖
津
宮
・
中
津
宮
の
御
分
霊

が
辺
津
宮
に
お
出
ま
し
に
な
り
、
御
祭
神
の

御
悪
を
お
頒
け
頂
け
る
目
出
度
い
日
で
す
。

当
初
、
お
日
柄
の
事
ば
か
り
考
え
て
い
ま
し

た
が
、
当
日
が
神
職
参
籠
日
で
あ
る
事
を
思

い
出
し
ま
し
た
。
そ
の
日
は
、
身
を
清
め
る

為
、
神
職
全
員
神
社
で
宿
泊
し
ま
す
。
私
の

退
職
迄
、
三
十
有
余
年
、
そ
れ
迄
子
供
の
誕
生

日
に
立
ち
会
う
こ
と
は
叶
い
ま
せ
ん
が
、
こ
の

よ
う
な
目
出
度
き
日
に
産
ま
れ
て
き
て
く
れ

る
事
を
非
常
に
喜
ん
で
い
ま
す
▼
＿
日
か
ら

の
大
祭
が
多
く
の
参
拝
者
で
賑
わ
う
こ
と
を

願
い
つ
つ
、
子
等
の
無
事
誕
生
も
願
う
日
々
で

す
。
来
月
号
に
て
御
報
告
致
し
ま
す
。
（
松
）

宗
像
市
日
の
里
花
田
い
つ
枝

海
よ
り
の
風
吹
き
抜
け
る
白
露
か
な

眉
血俳
句
作
品
集


